「脳の連携ファイル」の使い方
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患者様、ご家族様へ
2009年4月より、岡山県南東部の医療機関において、脳卒中でご入院された患者様に「脳の連携ファイル」をお渡しすることになりました。

このファイルには、岡山県及び県南東部の医療機関で共同して作成した指定の書類（診療計画書等）、その他患者様の診療に関わる文書（医師からの説明文書等）を綴り、患者様の情報整理にお役立てください。
また、転院先や退院後のかかりつけ医への情報提供手段として、このファイルを利用することとなっています。
そのため退院後は、必ずこのファイルを次の医療機関にご提示ください。

医療機関の方へ
岡山県では、県民の方々に安心して良質な医療提供できる体制づくりを目指して、脳卒中の医療連携の推進を図っています。
患者さんの病気の回復過程に応じて、急性期・回復期・維持期・在宅療養における治療と必要な情報が切れ目なく推進するためのツールとして県内統一のものとして『岡山県の脳卒中地域連携診療計画書』等を作成しました。運用の方法等をご確認の上、病院・診療所・施設等において「岡山県の脳卒中医療連携体制について」及び『岡山県の脳卒中地域連携診療計画書』をセットでご活用ください。（以上、岡山県ホームページより抜粋）
なお、併せて「患者様経過報告書兼依頼書（医療者用パス）」の運用につきましてもご協力をお願いいたします。従来の看護添書及びリハビリテーション添書等に代わる岡山県南東部共通の情報提供ツールとして運用を開始しております。
詳細につきましては「もも脳ネット」のホームページにて、作成の経緯・運用方法等ご確認ください。
患者様　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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